
渕元 哲

本演習は、政治ないしは行政権力による空間編成の歴史を関係主義の立場から理論的に考察するこ
とを目的とする。具体的には、関係主義を意識的に採用している著名研究者の諸文献を受講者とともに
読解しつつ、受講者の研究関心や修士論文のテーマに引きつけて、演習での学びの応用可能性も検討
する。

なお担当者の問題関心は、関係主義立場からの「公共政策論」、「空間編成論」、「経済社会学理論」、
「政治経済学理論」といったものになる。これらのテーマを学ぶに際しては、抽象的理論と具体的事例の
往復が欠かせないが、とくに理論的研究や関連するテーマの文献学的研究を厭わない方々、そして、そ
れら問題関心のある方の受講を希望する。

◆ 社会関係論演習 ◆

政策情報学コース


